
《どうでもいい話、その 592》 
 

どうでもよくない皆様へ 

こんにちは！ 

床屋へは２か月に１回行きます。今は理容室とか理髪店などと名称

が変わりましたが、家を出るとき「理髪店へ行ってくるよ！」とは言

わずやはり「床屋へ行ってくる」とか「散髪に行ってくる」です。そ

の床屋も以前は散髪、顔そり、洗髪で４０００円ぐらいでしたが６～

７年前に車で５分ほどのところに安い床屋が出来たので、それから

はその店の常連です。そこも散髪、顔そり、洗髪をして、さらに高齢

者割引、ポイントカードもあり１６００円です。料金は、その人の毛

を刈る量に比例して値段をつけている訳ではありません。時間も以

前は１時間ぐらいかかっていたのが今は２０分ほどで早く済みます。

他人の髪の毛を見て「あれは４０００円散髪だ」「この人は１６００

円散髪だ」などと見分けられないでしょう。これで充分です。そして

その店には可愛い女性散髪員がいて、指名はできませんが、その人に

あたるとルンルンです。 
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